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	次回の機体について
	今年度の機体は、実際に宇宙でクライマーを動かす際に必要となる要素を考慮して製作しています。落下によるエネルギーを利用して発電する機構や、テザーにローラーを押し付ける強さを自動で調節する機構を搭載する予定です。
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	TGS-A02 SEASIDE GHOST 2024種コンの高度競技チーム「Fragile京都」の機体。 徹底的な軽量化を図り、重量は本体14g弱で（おそらく） 大会最軽量。本番ではかなり高い高度まで達したものの、 空中分解してしまい失格。 機体名のSEASIDE GHOST（海岸線の亡霊）は、発射場が海沿いにあるため「海没するかも」という自虐だったのだが その通りになってしまった。言霊恐るべし。
	Mk.6-108HL G-Free モデルロケット全国大会高度競技用の機体。本体重量4.9gと超軽量。 発泡スチロールを多用した設計である。 2024年5月の大会で72mの記録を出したが 空中分解し失格。
	TGS-T02 BOOMERANG 2024種コンの滞空定点着地競技チーム「FORECAST」の機体。滞空時間を犠牲に定点着地の精度を担保するのが主流のなか、 双方の両立を図っており野心的である。 平板状に展開するパラシュートなど工夫を凝らしたが、 本番では指定エリアに着地できず失格。
	T-112 Magnolia モデルロケット全国大会滞空競技用の 機体兼種コン用の滞空試験機。 Rocket班初製作の機体でかれこれ6回の打ち上げを経ているがなぜか五体満足で残存している。 2024年5月の大会で滞空部門11位。
	発射台 種コンの高度・滞空兼用で製作された発射台。 3本のガイドレールで機体を挟むことでぶれを抑えて まっすぐ発射することができる。 ロケットの大きさや風速に関係なく発射するために ガイドレール間の口径と発射角度の無段階調節が 可能となっている。 現在さらに高性能なピストン式発射台を製作中。
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